
ストラクチャリング部門

（五十音順）

社名 資金調達支援業務概要 資金調達支援実績 グリーンボンド等支援表明 自社紹介文 取扱商品 連絡先

株式会社 SBI証券 SBI証券は「民間資金」を再生可能・省エネルギー事業等の低炭素化事業に大量に導入して

いくことが不可欠と考えており、本邦資本市場におけるグリーンボンド市場の拡大、債券市場の

活性化を目指します。

グリーンボンド市場の発展に向けては、その発行を的確に行える発行支援者の存在が肝要とな

るため、当社と致しましては以下の段階の支援を展開致します。

1. 発行初期段階

発行体様のグリーンボンド発行ご意向をベースに、対象プロジェクトの選定・評価・認証手続き等

同債発行手続きに関する実務、スケジュールをご提案。併せて、国内外のグリーン・ESG関連規

制、市場動向について、直近の議論等についても情報提供。

2. 発行計画段階

計画策定、充当事業の特定、資金管理、報告体制等具体的計画を策定。発行体様、コンサ

ルティング機関、格付会社等の外部レビュー機関との協議設定。

3. 発行事前段階

資金使途、資金管理についての各種開示書面作成支援。格付会社等外部レビュー機関によ

る意見書、目論見書等、発行時開示文書における開示案の作成支援・グリーンボンドに関する

IR資料作成支援。

4. 発行段階

投資家向けのデットIRアレンジ・ドキュメンテーション等引受販売の支援。

◆グリーンボンド

発行体：Zホールディングス

第20回債共同主幹事（2021年7月）  年限：7年    発行額：200億円

◆ソーシャルボンド

発行体：国際協力機構

第55回債共同主幹事（2020年9月）  年限：10年  発行額：100億円第57回債共同主幹事（2020年12月）  

年限：10年  発行額：100億円第65回債共同主幹事（2022年2月）  年限：10年  発行額：30億円第71回債

共同主幹事（2023年2月）  年限：5年    発行額：50億円

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration- 

list/S14.pdf

株式会社SBI証券は、2016年以降、継続

的にグリーンボンドの発行支援並びに販売を促

進して参りました。環境省の『グリーンボンド発

行促進プラットフォーム』を契機として、グ リーン

ボンドに関する専門的知見を

活かし、我が国の資本市場においてグリーンボ

ンド、ひいては社会貢献型債券が確立・発展

するよう尽力致しております。

☑ GB

☑ SusB

☑ SLB

□ GL

□ SLL

部署名 ：キャピタルマーケット部

電話番号 ：03-6843-1998

E-Mail ：cmorg@sbisec.co.jp

HPアドレス ：https://www.sbisec.co.jp

株式会社SBI新生銀

行

業務①：情報提供

上場企業や大企業のみならず、中堅・中小企業にも幅広く、グリーンファイナンスに関する情報

提供やソシューション提案を行います。

業務②：資金調達支援

グリーンファイナンスによる調達を検討されているお客さまに対し、具体的な実務内容をご説明

し、調達をご支援します。

業務③：サステナブルファイナンス評価

当行では国際的なサステナブルファイナンス原則に適合した、貸し手としてのサステナブルファイナン

スフレームワークを策定し、当行グループが提供するファイナンスに対して、自行内の専門部署が

当該フレームワークへの適合性評価を行っております。第三者に依頼する場合に生じるお客さま

の負担を軽減し、お客さまのサステナブルファイナンスによる調達をご支援します。

上記の他、お客さまのカーボンニュートラルの取組みを支援する企業をご紹介します。

①グリーン/ソーシャル/サステナビリティローン       2020年の取扱開始以来、多数の支援を行っております。詳細は、以下当行

HPよりご参照ください。

https://www.sbishinseibank.co.jp/institutional/sustainable_finance/green/

②サステナビリティ・リンク・ローン                         2021年の取扱開始以来、多数の支援を行っております。詳細は、以下

当行HPよりご参照ください。

https://www.sbishinseibank.co.jp/institutional/sustainable_finance/sll/

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration- 

list/S22.pdf

株式会社SBI新生銀行では、サステナビリティ

をグループ経営における最も重要な要素の一つ

と考えております。環境・社会課題の解決に取

り組まれるお客さまを金融面にとどまらず、サス

テナビリティに関するリスクと機会の観点からご支

援することで、ポジティブなインパクトを創出し、

持続可能な環境・社会の実現に貢献を目指

しています。

□ GB

□ SusB

□ SLB

☑ GL

☑ SLL

部署名 ：サステナブルインパクト推進部

電話番号 ：03-6880-7000（大代表）

E-Mail ：SIDD@sbishinseibank.co.jp

HPアドレス ： 

https://www.sbishinseibank.co.jp/

日 ： ＳＭＢＣ日興

証券株式会社

英 ： SMBC Nikko 

Securities Inc.

SMBC日興証券は、以下の業務を通じてSDGs債の検討段階から投資家への販売に至るまで

全面的に支援致します。

また、SDGs債の発行時のみならず、発行後におけるサポートや国内外のSDGs債の市場動向

や規制動向等の情報提供も行っています。

1. 情報提供業務

・国内外のSDGs債の市場動向や規制動向等について、情報提供を実施

2. 発行スキーム策定支援

・お客様の戦略に合わせた、SDGs債種別を始めとする資金調達方法を議論・提案、並びに発

行準備のタイムラインの策定・提示

3. フレームワークの策定及びセカンドパーティ・オピニオン等の取得支援

・資金使途の選定、KPI・SPTs等についてのスキームを始め、資金管理方法やレポーティング等

の項目で構成されるフレームワークの作成支援及びレビューを実施

・外部レビュー機関のセカンドパーティ・オピニオン取得に係るサポート

4. 引受・販売に関する支援

・各種ドキュメンテーション対応、IR等を始めとするマーケティング活動等の起債時の運営全般を

サポート

5. 発行後のレポーティングや投資家との継続的な対話の支援

・発行後において、お客様からの要請に応じて、レポーティング内容やレポーティング体制のアドバ

イス等のサポートを実施

・お客様の投資家との継続的な対話に向けて面談やカンファレンスのアレンジを実施

グリーンボンド/サステナビリティボンド/サステナビリティ・リンク・ボンド等における弊社支援実績は、以下の弊社ホームページをご参

照ください。

https://www.smbcnikko.co.jp/csr/business/issuer/

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration- 

list/S23.pdf

ＳＭＢＣ日興証券株式会社は、金 融・資本

市場の担い手として、ビジネスを通じた環境・社

会課題の解決のため、企業や団体が環境・社

会課題解決のための資金を調達する「サ

ステナブルファイナンス」の引受等の発行支援に

積極的に取組んでまいりました。グリーンボンド

を含むサステナブルファイナンスの知見・経験を

活かし、我が国のサステナブルファイナンス市場

のさらなる発展に向けて、貢献してまいります。

☑ GB

☑ SusB

☑ SLB

□ GL

□ SLL

部署名 ：産業・サステナビリティ戦略部

電話番号 ：03-3283-5613

E-Mail ：002-686-B48h@smbcnikko.co.jp

HPアドレス ： https://www.smbcnikko.co.jp/

岡三証券株式会社 岡三証券株式会社では、以下の資金調達支援業務を通じて、グリーンファイナンス拡大に貢献

して参ります。

1.情報提供

発行体への対象プロジェクトの選定や評価、各種認証手続等の発行に向けた手続きに関する

実務及び市場動向についての情報提供

2.発行計画の策定

発行スケジュール等、発行計画の策定に加え、調達した資金の充当事業の特定や資金管理、

レポーティング等の具体的な計画の策定及び格付会社等外部レビュー機関と発行体の折衝サ

ポート

3.ドキュメンテーション支援

資金使途や資金管理等の各種開示書面及び目論見書等、起債時開示書面における書面の

作成支援、助言

4.その他

投資家向けデットIRのアレンジ、IR資料の作成支援、助言

当社は投資銀行部門内に資本市場部及びシンジケート部を置き、債券の引受実務を担当し

ております。グリーンファイナンス実施に際しては、資本市場部サステナブルファイナンスグループを

中心にサポートを行い、債券トレーダー並びに全国の営業担当者が投資家ニーズを幅広く捕捉

し、シンジケート部デット・シンジケーショングループの管理によるマーケティングを通じて、投資家需

要の喚起並びに適正水準でのプライシングを目指した起債運営を行います。

【グリーンボンド】※直近の発行例

- 三重県（令和5年度1・2回債、条件決定日：2023年10月18・20日、年限：10年、発行額：75億円

（法人向け）、5億円（個人向け））

- 兵庫県（令和5年度4回債、条件決定日：2023年6月8日、年限：10年、発行額150億）

- 三井不動産（87回債、条件決定日：2024年5月30日、年限：10年、発行額：300億円）

【サステナビリティボンド】※直近の発行例

- 国際協力機構（79回債、条件決定日：2024年6月27日、年限：5年、発行額：200億円）

【サステナビリティ・リンク・ボンド】※直近の発行例

- JA三井リース（30回債、条件決定日：2024年5月23日、年限：5年、発行額：300億円）

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration-

list/S17.pdf

岡三証券株式会社は2011年に「予防接種

のための国際金融ファシリ ティ」が発行する「ワ

クチン債」を販売したことを手始めに、以降、継

続的にソーシャルボンド等の社会貢献債

（ESG債）の発行支援、並びに販売を推進

してまいりました。この度、環境省の「グリーンボ

ンド発行促進プラットフォーム」への登録を契機

として、国内グリーンボンド等市場のさらなる発

展に向けて貢献してまいります。

☑ GB

☑ SusB

☑ SLB

□ GL

□ SLL

部署名： 資本市場部

電話番号： 03-3275-9013

E-Mail： capital@okasan.co.jp

HPアドレス： http://www.okasan.co.jp/

ゴールドマン・サックス証

券株式会社

ゴールドマン・サックスは、環境分野における目標として、2012年には、 10年間で世界中のク

リーンエネルギーに400億ドルの投融資を行うことを発表し、その後わずか4年で当初の目標を達

成。更に、2030年までにサステナブル金融関連の成長テーマで7,500億ドルのビジネスに関与

する目標を設定し、そのうち3,000億ドルは2021年末までに既に達成。加え  て、2030年ま

でに自社とサプライチェーンの業務運営で、ネットゼロ達成に向けてコミットしております。

また持続可能で環境に配慮した経済の発展に寄与すべく、国内外のお客様のグリーンボンド等

発行を支援してまいりました。こうした卓越したグリーンボンド等の引受実績を活かし、グリーンボン

ド・フレームワーク設 定に関する外部評価機関の選定、外部評価機関との議論、セカンドオピニ

オン等の外部評価取得に至るまで、発行準備に関するすべての段階において発行体を全面的

に支援するほか、グリーンボンド等の発行に際しましては、発行計画策定のサポート、各種ドキュ

メント作成のサポート、 IR等の投資家へのマーケティング活動、発行水準の摺合せ等、起債に

関わる実務を全て支援いたします。投資家への販売に際しましては、全世界の投資家と築き上

げた強固な関係を活かしながら、いずれの通貨におきましても、グリーンボンド等の需要を最大限

に喚起することに尽力しております。

【グリーン・ボンド】

発行時期：2025年2月

発行体：愛知県

発行額：25億円(同日に同年限で発行された地震対策債(ノンラベル)と総額で50億円)

弊社役割：事務主幹事（単独主幹事）

【サステナビリティ・ボンド】

発行時期：2024年10月

発行体：東京都

弊社役割：事務主幹事

【サステナビリティ・リンクボンド】

発行時期：2022年10月

発行体：Komatsu Finance America Inc.（保証体：株式会社小松製作所）

発行額：6億米ドル

弊社役割：共同主幹事

【サステナビリティ・ボンド】

発行時期：2025年7月

発行体：楽天グループ

発行額：3年債150億円、5年債150億円

弊社役割：主幹事

【グリーン・プロジェクト・ボンド】

発行時期：2024年8月

発行体：クリーンエナジーコネクト　Non-FIT Virtual PPA 低圧太陽光グリーンプロジェクトボンド信託2024 

発行額：98.2億円

弊社役割：単独アレンジャー

【グリーン・プロジェクト・ボンド】

発行時期：2025年3月

発行体：シェアリングエネルギー　シェアでんきルーフトップソーラーグリーンプロジェクトボンド信託

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration-

list/S8.pdf

ゴールドマン・サックスはグリーンボンド原則を支

持し、サステナブル・  ファイナンスに20年間携

わった経験を生かし、世界中でグリーンボンド等

のストラクチャリング及び引受を積極的に行って

います。ゴールドマン・サックスでは、2030年ま

でにサステナブル金融関連の成長テーマで 

7,500億ドル規模の取引に関与をすることを

目標に、低炭素社会実現に寄与したいと考え

ております。日本でも様々な通貨や手法による

グリーンボンド等の引受実績を有してお

り、今そして次世代のためにより持続可能でイ

ンクルーシブな経済を構築するため、グリーンボ

ンド等の普及に貢献して参ります。

☑ GB

☑ SusB

☑ SLB

□ GL

□ SLL

部署名： 投資銀行部門 資本市場本部資本市場

部

電話番号： 03-4587-7059

E-Mail： gs-greenbond@ny.email.gs.com

HPアドレス： 

https://www.goldmansachs.com/japan

シティグループ証券株式

会社

1. グリーンボンドフレームワーク設定準備支援

• 当社のグローバルな専門部隊であるグリーンボンドチームとの協同により、グリーンボンドフレーム

ワークの設定準備を支援

2.資金使途の選定支援

• 資金使途の対象となりうるグリーンプロジェクトを、当社ESRM（環境、社会リスクマネジメン

ト）チームとの協同により、選定を支援

3. 外部レビュー機関の選定支援

• 外部レビュー機関によるセカンドオピニオン取得を支援。グリーンプロジェクトに対する環境団体

の視点や考え方、投資家の視点やマーケティングの観点を踏まえ、プロセス完了を支援

4.投資家向けロードショー支援

• グリーンボンド投資に積極的な投資家に向けたロードショー（投資家面談や投資家向け集合

ミーティング）をアレンジ

• 投資家向けロードショー資料の作成についても、環境団体の視点や考え方、投資家の視点や

マーケティングの観点を踏まえ、当該グリーンプロジェクトの透明性、及び強みをハイライトなどした

資料作成を支援

5.債券発行後の年次レポーティング作成支援

• 発行後のレポーティングにつき、外部レビュー機関やグリーンボンドコンサルティングも交え、資金

使途に応じた適切な内容、および継続的なレポーティングが提供できるような体制づくりを支援

6. 債券発行前後のフォローアップ

• グリーンボンドへの投資に積極的な投資家が集う、グリーンボンドカンファレンス等のアレンジを通

じた投資家との継続対話に向けたフォローアップ支援

発行体：  デンソー株式会社（サステナビリティボンド）発行額：  5億米ドル

発行時期：  2021年9月

支援の形態：  共同主幹事及びストラクチャリングの実施

発行体：  トヨタ自動車株式会社（サステナビリティボンド）発行額：  15億米ドル

発行時期：  2023年6月

支援の形態：  共同主幹事

発行体：  独立行政法人国際協力機構（サステナビリティボンド）発行額：  12.5億米ドル

発行時期：  2023年5月

支援の形態：  共同主幹事

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration- 

list/S11.pdf

シティグループ証券は、マーケッツ

＆セキュリティーズ・サービス、インベストメント・バ

ンキング、キャピタ ル・マーケット・オリジネーション

などの分野において、幅広い金融商品とサービ

スを、企業、機関投資家、政府・行政機関な

どのお客様に提供しています。親会社シティの

200年を超える歴史と世界160カ国のグロー

バル・ネットワークを生かした革新的なソリュー

ションで、お客様の多様なニーズにお応えしてい

ます。

☑ GB

☑ SusB

☑ SLB

□ GL

□ SLL

部署名 ：投資銀行部門

電話番号 ：03-6776-3800

HPアドレス ： http://citigroup.jp/index.html

JPモルガン証券株式会

社

1.グリーンボンドフレームワーク策定支援

•グリーンボンドチームとの協同により、本邦発行体によるグリーンボンドフレームワークの策定を支

援

2.外部レビュー機関の選定・折衝支援

•外部レビュー機関によるセカンドオピニオン取得等を支援

3.投資家向けロードショー支援

•グローバル債券資本市場における投資家の視点も踏まえ、マーケティング戦略の立案を支援。

IR資料の準備に加えて、投資家とのロードショーをアレンジ

4.発行後のレポーティング作成支援

•発行後のレポーティングにつき、外部機関も交えて資金使途に応じた適切な内容や継続的な

レポーティングが提供できるような体制づくりを支援

【サステナビリティボンド】

発行時期：2025年6月

発行体：トヨタ自動車株式会社

発行額：15億米ドル

弊社役割：事務主幹事

発行時期：2024年9月

発行体：株式会社デンソー

発行額：5億米ドル

弊社役割：共同主幹事

【グリーンボンド】

発行時期：2025年1月

発行体：地方公共団体金融機構

発行額：5億ユーロ

弊社役割：事務主幹事

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration-

list/S15.pdf

JPモルガン・チェースは2017年7月、 2025年

までに2000億ドルのクリー ン・ファイナンスを実

施すること、 2020年までに世界での自社電

力需

要を100%再生可能エネルギーで賄うことを宣

言し、環境への配慮に努

め、持続可能な社会の発展を目指していま

す。またJPモルガン・チェースは、グリーンボンド

原則の共同策定者であり、現在は同原則の執

行委員も務めています。日本においては JPモ

ルガン証券が、本邦企業による複数のグリーン

ボンドを引受及び組成し、グリーンボンド市場の

普及に努めてまいりました。

JPモルガン・チェースの一員であるJPモルガン証

券株式会社は、我が国のグリーンボンド市場拡

大に向け、日本国内におけるグリーンボンドの

発行及び投資を促進するための支援に積極

的に取り組むことを表明します。

☑ GB

☑ SusB

☑ SLB

□ GL

□ SLL

部署名： 債券資本市場部

電話番号： 03-6736-9339

E-Mail: Japan_GB@jpmorgan.com

HPアドレス https://www.jpmorgan.co.jp/
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社名 資金調達支援業務概要 資金調達支援実績 グリーンボンド等支援表明 自社紹介文 取扱商品 連絡先

大和証券株式会

社

大和証券は、下記の発行支援業務を通じ、グリーンボンド等の発行支援

を推進いたします。

・発行体に対するグリーンボンド等の発行に向けた情報提供

・グリーンボンド等のストラクチャリングに係るアドバイス

・第三者評価機関や格付会社といった関係機関との折衝

・金融商品取引法に沿った適切な開示サポート

・IR資料等、販売促進資料作成サポート

・投資家とのIRミーティング設定等のマーケティング活動

・投資家へのグリーンボンド等の啓蒙と販売

・発行後支援(レポーティングに係るアドバイス等)

弊社は、2008年に国内市場で史上初となるワクチン債を本邦個人投資家向けに販売して以

降、個人投資家/機関投資家向け、公募/私募と多岐に渡るプロダクトでストラクチャリングを行

なった実績を有しておりま  す。また、「グリーンボンドガイドライン2017年版」において日系証券で

唯一検討会委員を務めた他、ICMA(国際資本市場協会)が事務局を務める

「Green Bond Principles」・「Social Bond Principles」においても、日系証 券会社で最も

古くからワーキンググループのメンバーとして活動する等、国内のみならず、海外のサステナブルファ

イナンス市場にも精通しております。係る豊富な経験と知識に基づいた適切なアドバイスを積極

的に提供し、サステナブルファイナンス市場の発展に貢献してまいる所存です。

●日本航空（2022年2月）  トランジションボンド  100億円

航空業界世界初のトランジションボンドとして、事務主幹事及びストラクチャリング・エージェントを務めた。経済産業省のトランジ

ション・ファイナンスモデル事例への選定をサポート。

●富士フイルムホールディングス（2022年4月）  ソーシャルボンド  計1,200億円

起債アナウンス時点で国内の上場会社による最大規模のソーシャルボンドとして、事務主幹事及びストラクチャリング・エージェン

トを務めた。

●住友商事（2022年5月）  グリーンボンド  200億円

国内商社業界初の円建てグリーンボンドとして、単独主幹事及びストラクチャリング・エージェントを務めた。

●日本電気（2022年7月）  サステナビリティ・リンク・ボンド  計1,100億円

起債アナウンス時点で国内最大規模及び国内初の3年限サステナビリティ・リンク・ボンドとして、事務主幹事及びストラクチャリ

ング・エージェントを務めた。

●KDDI（2022年10月）  サステナビリティボンド  計1,000億円

起債アナウンス時点で国内最大規模のステナビリティボンドとして、事務主幹事及びストラクチャリング・エージェントを務めた。

●GX経済移行債（2023年度）  クライメート・トランジション・ボンド  10年間で約20兆円規模の発行予定

世界初の政府によるトランジションボンドの発行に向け、発行に係る動向調査、フレームワーク素案の作成及びSecond Party 

Opinion取得に関連する助言・サポート等を実施する唯一の請負業者として指名され、準備を進めた。

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration- 

list/S3.pdf

大和証券グループは、経営ビジョン

「2030Vision」に掲げる「貯蓄から SDGsへ」

をコアコンセプトに、資金循環の仕組みづくりを

通じたSDGsの実現を目指します。ステークホル

ダーの皆様と共に、SDGsやESGに資する取組

みを通じた中長期的な企業価値の向上および

サステナブルで豊かな社会の創造に努めてまい

ります。

☑ GB

☑ SusB

☑ SLB

☑ GL

☑ SLL

部署名： サステナビリティ・ソリューション推進部

電話番号 ：03-5555-2111

E-Mail ：ss-daiwa@daiwa.co.jp

HPアドレス ：https://www.daiwa-

grp.jp/sustainability/business/product_d 

evelopment/sustainablefinance.html

ＤＢＪ証券株式会社 ＤＢＪ証券は、日本政策投資銀行（以下、ＤＢＪ）グループの一員としてグリーンボンドの発

行を検討しているお客様に対する発行に向けたストラクチャリング業務等（詳細は以下の通り）

を通じて、環境に配慮した事業を行うお客様の取り組みを積極的に支援しています。

なお、ＤＢＪでは、環境経営およびサステナビリティ経営を評価する環境格付融資による支援の

ほか、2014年には本邦発行体として初のグリーンボンドをユーロ市場において発行するなど、持

続可能な社会の実現に向けた取り組みを推進しています。

① 情報提供

グリーンボンド等に関する一般的な知識及び最近の動向・取り組み事例の紹介等、グリーンボ

ンド等の発行に向けた情報提供やディスカッションを実施。

② グリーンボンド等の発行に向けた準備のサポート

グリーンボンド等の発行を検討するお客様に対し、資金使途の特定を始めとするセカンドパー

ティオピニオン取得に向けたストラクチャリングや投資家マーケティングについてアドバイスを実施。

③ グリーンボンド等の発行にかかる実務・手続きのサポート

起債スケジュール管理、起債条件（金額、調達レート等）、ドキュメンテーション等について、

お客様と摺り合せを実施。

④ コンサルティング機関・外部認証機関からのセカンドパーティーオピニオン取得支援

お客様のご要望を踏まえ、コンサルティング機関・外部認証機関を選定・紹介し、セカンドパー

ティーオピニオン取得に向けた当該機関との協議にあたり助言を提供。

【グリーンボンド】

発行時期：2023年5月

発行体：株式会社九州リースサービス

債券名：株式会社九州リースサービス 第16回無担保社債 （適格機関投資家限定）

当社役割：私募取扱人として株式会社九州リースサービスのグリーンボンド発行を支援

発行時期：2023年10月

発行体：阿波銀リース株式会社 

債券名：阿波銀リース株式会社 第1回及び第2回無担保社債 （適格機関投資家限定）

当社役割：私募取扱人として阿波銀リース株式会社のグリーンボンド発行を支援

発行時期：2025年6月

発行体：鈴与商事株式会社 

債券名：鈴与商事株式会社 第2回無担保社債（株式会社日本政策投資銀行保証付及び適格機関投資家限定）

当社役割：私募取扱人として鈴与商事株式会社のグリーンボンド発行を支援

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration-

list/S18.pdf

ＤＢＪ証券株式会社は、ＤＢＪグループの

一員として、企業理念「金融力で未来をデザイ

ンします～金融フロンティアの弛まぬ開拓を通じ

て、お客様及び社会の課題を解決し、日本と

世界の持続的発展を実現します～」に基づ

き、グリーンボンドの発行支援を通じて、持続

可能な社会の実現に向けたお客様の取り組み

を積極的に支援しております。

また、2050年カーボンニュートラルに向けた今

後のグリーンボンド等の市場拡大にも貢献して

参ります。

☑ GB

☑ SusB

☑ SLB

□ GL

□ SLL

部署名： 引受部

電話番号： 03－3275－5310

E-Mail： sdgs@dbj-sec.jp

HPアドレス： http://www.dbj-sec.jp/

東海東京証券株式会

社

通常の債券発行支援業務に加え、下記発行支援業務を通じて、グリーンボンドの発行支援を

推進するとともに、グリーンボンド市場の発展に貢献して参ります。

Ⅰ． グリーンボンド発行に向けた情報提供および事務手続き支援

・グリーンボンドとしての適格性を具備するためのストラクチャリング支援

（アドバイス）

・グリーンボンド発行に向けた情報提供、スケジュール管理、各種開示資料等の作成支援および

アドバイス

・外部レビュー機関、格付機関、コンサルティング機関等の紹介および折衝サポート

・情報ベンダー（Bloomberg、Thomson Reuters、DealWatch、キャピタル・アイ、金融ファ

クシミリ新聞、日経Quick、時事通信等）を通じた、グリーンボンド発行に向けたタイムリーな情

報発信

・目論見書等、発行時開示資料の金融商品取引法に沿った適切な開示支援

・グリーンボンドの引受および販売（投資家マーケティングを含む）

・デットIRコンサルティング・・・グリーンボンドに関するIR資料の作成支援等

・グリーンボンド発行に向けた投資家へのデットIR・・・中央投資家や地方投資家を含め、幅広い

投資家向けにデットIRをアレンジ

・その他グリーンボンド等に係る情報提供

Ⅱ． グリーンボンドに関する啓蒙活動

Ⅲ． グリーンボンドを活用した地域活性化

【グリーンボンド】＊直近の発行事例

・愛知県

（条件決定日：2025年12月5日、年限：5年、発行額：100億円）

・三井不動産

（条件決定日：2025年5月23日、年限：10年、発行額：500億円）

【サステナビリティ・ボンド】＊直近の発行事例

・宮城県

（条件決定日：2026年7月8日、年限：10年、発行額：95億円）

・都市再生機構

（条件決定日：2026年6月5日、年限：5年、発行額：105億円）

【サステナビリティ・リンク・ボンド】＊直近の発行事例

・TREホールディングス

（条件決定日：2023年8月31日、年限：5年、発行額：52億円）

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration- 

list/S12.pdf

東海東京証券株式会社では、金融・資本市

場の担い手として環境問題の重要性を認識

し、限りある資源を有効に活用し、次世代へ残

していくために、環境に配慮した企業活動を

通じて持続可能な社会の実現に貢献して参り

ます。

また、グループ倫理行動基準に基づいた事業

活動や取り巻く社会問題を解決することを

通じて社会貢献することにより、企業集団とし

ての社会的責任を果たして参ります。

☑ GB

☑ SusB

☑ SLB

□ GL

□ SLL

部署名 ：DCM部

電話番号 ：03-3517-8530

E-Mail ：As_DCM@tokaitokyo.co.jp

HPアドレス ：https://www.tokaitokyo.co.jp/

野村證券株式会社 野村グループは、お客様のニーズに合わせた商品・サービスの提供を通じて適切な資金循環を促

し、経済成長と社会の持続的発展に貢献することが金融サービス業の社会的役割であると考え

ています。環境課題や 社会的課題の解決を目的とした資金調達ニーズと、環境・社会に貢献

したいという投資家ニーズの橋渡しをするために、ESGファイナンスのストラクチャリング・引受・販売

を担っています。

ESGファイナンスによる資金調達支援

発行体のサステナビリティ戦略に沿った調達スキーム提案・フレーム

ワーク策定支援・評価会社選定アドバイス・開示対応の実務サポート・投資家向けIRサポート、

資金調達後のレポーティング対応サポートなどを行っています。またグローバルを含めたESG動向

の情報提供をセミナーなども活用し行っています。

引受・販売

当社は東京・名古屋・大阪に引受部署を置き、マーケット情報の提供、調達に向けたスケジュー

ル管理、ドキュメンテーション対応などのサポートを行っています。

販売については、全国の金融機関をはじめとする機関投資家、全国の 個人投資家をカバーする

強力な販売力を活用することで、市場から幅広く評価されるESGファイナンスの実現をお手伝い

します。また、欧州・米州・アジアとグローバルに構築されたプラットフォームを活用し、海外における

資金調達においても最適なソリューションをご提供いたします。

【グリーンボンド】

コマツ(2026年7月）200億円

京王電鉄（2026年3月）100億円

大阪市（2026年1月）50億円

グリーン共同発行市場公募地方債（2025年12月）394億円

【ブルーボンド】

清水建設（2026年1月）200億円

【ソーシャルボンド】

光通信（2024年3月）200億円

【サステナビリティ・ボンド】

石川県（2026年2月）100億円

J. フロント リテイリング（2025年5月）200億円

【クライメート/ネイチャー・リンク・ボンド】

東急不動産ホールディングス（2025年12月）

【グリーン社債型種類株式】

インフロニア・ホールディングス株式会社（2024年8月）

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration-

list/S6.pdf

野村グループは「社会課題の解決を通じて持

続的な成長を実現する」という経営ビジョンのも

と金融サービ スを提供しています。サステナブル

な金融市場の発展をサポートしながら経済成

長と社会の持続的な発展の貢献に向け、グ

リーンボンドをはじめ、資金調達や金融ソリュー

ションに対するお客様のさまざまなニーズに対応

しています。またグローバル拠点を活用し、海外

での資金調達についても最適なソリューション提

供をしております。

☑ GB

☑ SusB

☑ SLB

□ GL

□ SLL

部署名： サステナブル・ビジネス開発部

電話番号： 03-6838-4306

E-Mail： esg@jp.nomura.com

HPアドレス： 

https://www.nomuraholdings.com/jp/sus 

tainability/sustainable/finance.html

バークレイズ証券株式

会社

1.   ESG 債ストラクチャリング

・ストラクチャリングのアドバイス

・ ESG 債フレームワーク策定のアドバイス

・債券格付やセカンドパーティーオピニオンの取得サポート

2.  引受販売

・案件全体のスケジュール管理やドキュメンテーション等必要手続きの取りまとめ

・ ESG 債フレームワークの周知及び案件に対する投資家需要喚起を目的としたロードショーのア

レンジ

・市場動向の分析、マーケティング戦略の策定、各種メディア対応

・プライシングのアドバイス、ブックビルディング、アロケーションのアドバイス

3.  その他

・弊社グループの ESG ファイナンス専門チームと連携し、グローバルな ESG 債市場動向について

情報提供

・起債した債券のセカンダリー取引を、マーケットメイクを通じてサポート

・ESG ファイナンスをテーマとした国際的なカンファレンスを主催

・弊社トレジャリー部門による ESG 債購入を通じた、 ESG 債市場発展への貢献

【サステナビリティボンド】

国際協力機構によるドル建て5年債発行時期：2024年5月

発行額：10億ドル

弊社役割：共同主幹事

【ソーシャルボンド】

東京都による円建て5年債発行時期：2024年2月

発行額：300億円

弊社役割：共同主幹事

【サステナビリティボンド】

日本政策投資銀行によるドル建て3年債発行時期：2023年8月

発行額：6億ドル

弊社役割：事務主幹事

【本邦投資家向けESG私募債】

中南米経済統合銀行による豪ドル建て15年スポーツボンド（ソーシャルボンド）発行時期：2023年5月

発行額：1億豪ドル

弊社役割：単独主幹事

【本邦投資家向けESG私募債】

米州開発銀行によるが発行する米ドル建て10年サステナブル・ディベロップメント・ボンド発行時期：2022年8月

発行額：1億ドル

弊社役割：単独主幹事

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration-

list/S9.pdf

バークレイズ証券株式会社はバークレイズ・バン

ク・ピーエルシーにおけるインベストメント・バンキ

ング部門の証券業務拠点として、大手事業法

人、政府、金融機関のお客様へ戦略的アドバ

イス、資金調達及びリスク管理に関するフルレ

ンジのサービスを提供しています。持続可能な

環境と低炭素社会への移行期において主導

的役割を果たすことはバークレイズ・グループのコ

ミットメントであり、その実現に向け積極的に貢

献して参ります。

☑ GB

☑ SusB

☑ SLB

□ GL

□ SLL

部署名： 投資銀行部門債券資本市場部

電話番号： 03-4530-1980

E-Mail: JapanESG@barclays.com

HPアドレス https://www.barclays.co.jp/

ＢＮＰパリバ証券株式

会社

①ESG債フレームワーク設定準備支援

グローバルな専門部隊サステナブルキャピタルマーケッツチームとの協同により、ESG債フレームワー

クの設定準備を支援

②資金使途の選定やKPI選定・SPTs設定の支援

資金使途の選定やKPI選定・SPTs設定を、サステナブルキャピタルマーケッツチームとの協同によ

り支援

③外部レビュー機関の選定支援

外部レビュー機関の選定及びセカンドオピニオン取得を、環境団体や投資家の視点や考え方、

マーケティング観点等を踏まえて支援

④投資家向けロードショー支援

投資家向けロードショーをアレンジし、ロードショー資料作成についても、環境団体や投資家の視

点や考え方、マーケティング観点等を踏まえて支援

⑤ESG債の引受販売

案件全体のスケジュール管理、ドキュメンテーション等必要手続きの取り纏め、ESG債フレーム

ワークの周知、市場動向分析、マーケティング戦略策定、各種メディア対応、ブックビルディング・

プライシング・アロケー ション等の実施やアドバイス

⑥発行後の年次レポーティング作成支援

発行後のレポーティングにつき、外部レビュー機関やESG債コンサルティングも交えて作成を支

援。継続的なレポーティング提供体制作りもサ

ポート

⑦その他ESG債等に係る情報提供

国内外のESG債・ESGに係る関連規制や市場投資家動向、ESG債の ICMA原則等に関する

直近の議論等の情報提供

東日本旅客鉄道株式会社　グリーンボンド

発行額：8.5億ユーロ、3億ポンド

年限：12年（ユーロ建て債）、20年（ポンド建て債）

発行時期：2025年9月

支援の形態：共同主幹事

株式会社国際協力銀行　グリーンボンド

発行額：5億ユーロ

年限：6年

発行時期：2024年10月

支援の形態：共同主幹事

株式会社日本政策投資銀行　サステナビリティボンド

発行額：6億ユーロ

年限：4年

発行時期：2024年9月

支援の形態：共同主幹事

NTTファイナンス株式会社　グリーンボンド

発行額：7億ユーロ

年限：7年

発行時期：2024年3月

支援の形態：共同主幹事

クライメート・トランジション利付国債

支援の期間：2023年11月以降

支援の形態：JGB・GXプロモーター（海外IRアレンジ（欧州）、講演主催・紹介、国内外投資家紹介）

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration-

list/S16.pdf

BNPパリバはESG債の本場である欧州・フラン

スを代表する金融機関で、ESG投資やサステ

ナブルファイナンス分野のリーダーとして金融業

界を牽引して参りました。Bloombergのグロー

バル・グリーンボンド引受ランキングでは2022年

以降3年連続で1位とグローバルトップの実績を

保持しております。これらの欧州そしてグローバ

ルでの経験・知見・専門性を活かして、日本の

ESG債市場の裾野拡大や発展に貢献してい

きます。

☑ GB

☑ SusB

☑ SLB

□ GL

□ SLL

部署名：

資本市場本部  資本市場部

電話番号：03-6377-

3073/3731/3753/3733/3747

E-Mail： 

dl.jp_fi_dcm@japan.bnpparibas.com

HPアドレス： https://www.bnpparibas.jp/jp/
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社名 資金調達支援業務概要 資金調達支援実績 グリーンボンド等支援表明 自社紹介文 取扱商品 連絡先

BofA証券株式会社 1.フレームワーク策定に係る支援

・資金使途、プロジェクトの評価・選定プロセス、調達資金管理、レポーティング等により構成され

るフレームワーク策定に係る支援

2.セカンドパーティ・オピニオン等の取得に係る支援

・外部レビュー機関によるセカンドパーティ・オピニオンの取得に係る支援

3.ESG投資家向けデットIRに係る支援

・ESG投資家向けIRプレゼンテーションに向けた事前準備の支援

4.レポーティングに係る支援

・発行後の充当状況、適格プロジェクトに係る環境改善効果の開示指標等、継続的なレポー

ティング提供のための体制づくりに関する支援

5.ESG市場に関する情報収集に係る支援

・ESG市場の動向・進展に関する情報収集支援

案件1

発行体：三井住友信託銀行（グリーンボンド）発行額：5億ドル

年限：5年

発行日：2023年3月

支援の形態：共同主幹事/ストラクチャリングエージェント

案件2

発行体：三井不動産（グリーンボンド）発行額：3億ドル

年限：10年

発行日：2022年1月

支援の形態：共同主幹事/ストラクチャリングエージェント

案件3

発行体：三井住友フィナンシャルグループ（グリーンボンド）発行額：5億ドル

年限：7年

発行日：2022年1月

支援の形態：共同主幹事/ストラクチャリングエージェント

案件4

発行体：ルネサス（グリーンボンド）発行額：3億ドル

年限：3年

発行日：2021年11月

支援の形態：共同主幹事/ストラクチャリングエージェント

案件5

発行体：みずほフィナンシャルグループ（グリーンボンド）発行額：5億ユーロ

年限：5年

発行日：2020年10月

支援の形態：共同主幹事/ストラクチャリングエージェント

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration-

list/S20.pdf

BofA証券株式会社は、2014年以  降、継

続的に本邦発行体による外貨建て並びに円

建てのグリーンボンドを始めとするサスティナブル

ファイナンスの発行支援を行って参りました。こ

れからも、グローバルでの専

門的知見を活かしつつ、我が国のサスティナブ

ルファイナンス市場の発展に取り組んで参りま

す。

☑ GB

☑ SusB

☑ SLB

□ GL

□ SLL

部署名 ：資本市場部門  債券資本市場部 / サステ

ナブル・バンキング・ソリューション・グループ

電話番号 ：０３－６２２５－６０５２ E-Mail 

：yusuke.sutani@bofa.com

HPアドレス ：

https://business.bofa.com/content/boa 

ml/ja_jp/home.html

日 ： 株式会社みずほ

銀行

英 ： Mizuho Bank, 

Ltd.

みずほ銀行は、グリーンローン・サステナビリティリンクローン【私募債の場合、グリーンボンド、サステ

ナビリティリンクボンド】（以下、「グリーン  ファイナンス（ローン・私募債）」という）の調達ニーズ

のあるお客さまに対し、検討段階から資金調達、更には調達後に至るまで支援を実施しておりま

す。

１．情報提供

・グリーンファイナンス（ローン・私募債）に関する一般的な市場動向・概要・取組意義や事例

等の情報提供の実施

２．実務案内と第三者評価取得サポート

・グリーンファイナンス（ローン・私募債）の検討意向のあるお客さまに対し、調達までのスケジュー

ルを含む実務のご案内

・お客さまのご意向に基づく第三者評価機関とのディスカッションのアレンジ、フレームワーク策定の

サポート

３．グリーンファイナンスの組成

・金額や調達条件（私募債の場合、発行条件）、グリーンファイナンスの要件を踏まえた契約

書作成等、お客さまと合意した上で案件組成

４．調達後のお客さまのサステナビリティの取り組み支援

・グリーンファイナンスのエンゲージメント過程で、お客さまの要望に沿ったサステナビリティの推進に

資する金融・非金融のサービス提供

みずほ銀行は、お客さまのサステナビリティの取り組みやご意向を基にグリーンファイナンスの調達支援を行っています。これまでに

本邦初の取り組みを含め、多種多様な案件組成の実績があります。

【グリーンローン・グリーンボンド（私募債）】

・太陽光発電事業の開発費用に対するグリーンボンド（私募債）の引受

・ゼロ・エミッションモビリティに対する本邦最大規模のグリーンローンの組成

【サステナビリティローン・ブルーサステナビリティローン】

・本邦初となるCBIのプログラム認証を取得したサステナビリティローンの組成

・アトランティックサーモンの閉鎖循環式陸上養殖に対する本邦初のブルーサステナビリティローンの組成

【サステナビリティリンクローン】

・定量的に可視化した社会的インパクトをKPIにした製薬業界初のサステナビリティリンクローンの組成

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration- 

list/S24.pdf

株式会社みずほ銀行は、〈みずほ〉のありたき

世界（「個人の幸福な生活」と、それを支える

「サステナブルな社会・経済」）の実現を目指

し、お客さまの環境・社会課題解決に向けた資

金の流れを創出するサステナブルファイナンスや

金融を超える知見・機能を活用したソリューショ

ンの提 供を通じ、お客さまとともにSXの実現に

挑戦していきます

☑ GB

☑ SusB

☑ SLB

☑ GL

☑ SLL

部署名 ：サステナブルプロダクツ部　ビジネス推進チー

ム

電話番号 ：03-6737-8615

HPアドレス ：

https://www.mizuhobank.co.jp/corporate/s

ustainability/index.html

みずほ証券株式会社 みずほ証券は、「ストラクチャリング・エージェント」としてグリーンボンド等の発行ニーズのあるお客さ

まに対し、検討から起債、投資家への販売に至るまで全般的な支援を行っています。

①起債に関わる情報提供、提案

SDGs債マーケット動向のアップデートに加え、グリーンボンド等の核となる要素についてご提案、

発行までのスケジュールの提示

②グリーンボンド等ファイナンスフレームワーク策定サポート

お客さまと外部レビュー機関・コンサルティング機関の仲介・ディスカッ ションのアレンジ、資金使途

やKPIs・SPTsの選定・レポーティング等についてのアドバイスを始めとして、お客さまのニーズに応

じてローンも含めたファイナンスフレームワーク策定を一括サポート

③起債戦略の立案

グリーンボンド等の販売戦略、PR戦略の立案、債券投資家向けデットIRのアレンジ・同行

④起債事務サポート

開示書類の作成サポート、アドバイス

⑤グリーンボンド等販売

グリーンボンド等の投資家への販売、お客様への販売報告

【グリーンボンド】

日本製鉄 第7・8回無担保社債（2023年3月）

・環境省補助事業対象案件

・本邦鉄鋼セクター初のグリーンボンド

・当社ステータス：主幹事兼ストラクチャリング・エージェント

岩手県 令和5年度第1回公募公債（2023年7月）

・本邦地方公共団体初のブルーボンド

・当社ステータス：事務主幹事兼ストラクチャリング・エージェント

名古屋市 令和7年度第36回公募公債（2025年９月）

・本邦初のグリーン/ネイチャーボンド

・当社ステータス：事務主幹事兼ストラクチャリング・エージェント

【サステナビリティボンド】

北海道大学 第1回国立大学法人北海道大学債券（2024年11月）

・本邦国立大学初のサステナビリティ/ブルーボンド

・当社ステータス：事務主幹事兼ストラクチャリング・エージェント

【サステナビリティ・リンク・ボンド】

イオン 第24・25回無担保社債（2023年8月）

・令和5年度グリーンファイナンス拡大に向けた市場基盤整備支援事業（環境保全対策関連部門）として、環境省補助事

業対象案件

・本邦初の資源循環の促進の目標を織り込んだサステナビリティ・リンク・ボンド

・当社ステータス：事務主幹事兼ストラクチャリング・エージェント

芙蓉総合リース 第2回利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社債（2024年9月）

・本邦初となる「役員報酬の連動」を債券特性とするサステビリティ・リンク・ボンド

・当社ステータス：事務主幹事兼ストラクチャリング・エージェント

弊社支援実績は、以下の弊社ホームページをご参照ください

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration- 

list/S4.pdf

みずほ証券は、サステナビリティを投資銀行ビジ

ネスの中核に据え、企業の事業変革・事業構

造再構築という難題にSustainable BX 

Partnerとして寄り添い、実行支援しています。

サステナブルファイナンスにおいては、引き続き豊

富な知見と経験を有するサステナビリティ戦略

開発室

が、検討から組成、発行まできめ細かなサービ

スで企業を支援し、市場の発展に貢献してま

いります。

今後もお客さまとともに経済・社会の持続的な

発展に貢献してまいりま  す。

☑ GB

☑ SusB

☑ SLB

☑  GL

☑ SLL

部署名

サステナビリティ推進部  サステナビリティ戦略開発室

E-Mail 

pur_in_sustainable_strategy_development_ 

office@mizuho-sc.com

HPアドレス https://www.mizuho-

sc.com/company/initiatives/sustainabilit 

y/finance/index.html

日 ： みずほ信託銀行

株式会社

英 ： Mizuho Trust 

& Banking Co., Ltd.

みずほ信託銀行は、みずほフィナンシャルグループの一員として総合金融グループの知見を活か

し、金銭債権等の流動化スキームにより資金調達を希望されるお客さまのニーズと、サステナブル

関連投融資の拡大を志向する機関投資家の資金運用ニーズに応えるべく、グリーン認証付の金

銭債権等の流動化スキーム組成に関する支援業務を提供しています。

①情報提供・初期段階の議論

・金銭債権等の流動化スキームにおけるグリーンボンド／グリーンローンについて、取組み意義、

対象アセットの選定、投資家マーケティング等に関する初期段階の議論をサポート

・お客さまの資金調達ニーズおよび機関投資家の資金運用ニーズを踏まえた、グリーン認証付金

銭債権流動化の活用に係る検討支援

②グリーンボンド／ローン特有の諸条件設定・グリーン・フレームワーク策定サポート

・通常の流動化スキームの組成に加え、グリーンボンド／グリーンローン特有の諸条件設定に・関

する支援

・グリーンボンド／グリーンローンのグリーン・フレームワークの策定に係るサポート（調達資金の使

途、プロジェクトの評価と選定のプロセス、調達資金の管理、レポーティングなど）

③外部機関との折衝・レビュー取得サポート

・グリーンボンド／グリーンローンにレビューを付与する外部機関との折衝におけるアドバイス

・フレームワーク文書の作成にあたってのレビュー取得を念頭に置いた内容整理・サポート

【グリーンボンド】

（2024年3月・9月）組成金額（合計）770億円

長期優良認定住宅を対象としたグリーン認証付き住宅ローン債権流動化スキームをマスタートラストにて組成。スキーム提案、

評価機関との折衝サポート、フレームワーク作成サポート等実施。

（2024年3月）組成金額500億円

グリーン認証付き住宅ローン債権流動化の優先受益権への投資に限定した合同運用指定金銭信託（愛称：「グリーンファン

ドEternity」）を組成、フレームワークの作成を実施。

（2025年3月）組成金額422億円

長期優良認定住宅を対象とした優先劣後構造の無いグリーン認証付き住宅ローン債権流動化スキームを組成。スキーム提

案、投資家マーケティング、評価機関との折衝サポート、フレームワーク作成サポート等実施。

https://greenfinancepor

tal.env.go.jp/pdf/registr

ation-list/S25.pdf

みずほ信託銀行株式会社は、お客さまのSX

実現とサステナブル関連投融資の拡大を志向

する機関投資家の資金運用ニーズにお応えす

るため、総合金融グループの知見と信託機能

やコンサルティング機能を活かしたソリューション

の創出・提供を通じ、お客さまとともにSXを含

む様々な社会課題解決に挑戦していきます。

☑ GB

□ SusB

□ SLB

☑ GL

□ SLL

部署名 ：信託プロダクツ営業部

電話番号 ：03-6631-7355

E-Mail ：

HPアドレス ：https://www.mizuho-

tb.co.jp/index.html

株式会社

三井住友銀行

業務①：情報提供

グリーンファイナンスに関する一般的な説明、取組事例等の情報提供を実施します。

業務②：グリーンファイナンス組成に向けた実務内容の説明

グリーンファイナンスに関心のあるお客さまに対し、実務内容を説明します。

お客さまが公募債を希望する場合は、SMBC日興証券株式会社を紹介します。

お客さまがローンを希望する場合は、弊行より実務面の手続きを説明します。

業務③：ローン実行に向けた詳細確認・手続き説明～実行

資金使途、KPI、SPTs、金額、調達レート等、お客さまと契約内容の摺り合せを実施します。

業務④：各種案件推進支援、コンサルティング機関、レビュー機関のご紹介

お客さまの要望に沿ったコンサルティング、外部レビュー機関を紹介します。

グリーン/ソーシャル/サステナビリティローン（2019年4月取扱開始）、サステナビリティ・リンク・ローン（2019年12月取扱開

始）について、取扱開始以来、多数の組成・実行支援を行っております。

詳細は、以下当行HPよりご参照ください。

https://www.smbc.co.jp/hojin/financing/sustainable/kokusai/

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration- 

list/S13.pdf

株式会社三井住友銀行はSMBCグループの

一員として、新ビジョン「世界をつなぐ日本発の

トラステッド・パートナー」の下、社会的価値創

造を経営の柱に据えています。新たなマテリアリ

ティ「緑の地球」「輝く人々」「幸せな成長」を踏

まえ、サステナブルファイナンスを通じて脱炭素・

自然資本保全等のお客さまの取組を支援し、

持続可能な社会の実現に貢献します。

□ GB

□ SusB

□ SLB

☑ GL

☑ SLL

部署名 ：法人戦略部サステナブルソリューション室

電話番号 ：

E-Mail ：

HPアドレス ：https://www.smbc.co.jp/

日 ： 株式会社三菱

UFJ銀行

英 ： MUFG Bank, 

Ltd.

業務1. 情報提供

・サステナブルファイナンスに関する汎用的な知見、具体的な取組事項等、サステナブルファイナン

ス組成に向けた情報提供を実施します。

業務2. サステナブルファイナンスの組成に向けた実務内容の説明

・ICMA/LMAの国際原則、環境省のガイドラインを踏まえた資金使途確認、SPTs設定支援

等、サステナビリティの専門知見並びにMUFGグループでのサステナブルファイナンス実績等を活か

して案件組成を支援します。

・サステナブルファイナンス形式でのローン実行/私募債発行における実務面の具体的な手続きを

説明します。

・お客さまが公募債を希望する場合は、グループ会社の三菱UFJモルガンスタンレー証券

（MUMSS）に連携します。

業務3. サステナブルファイナンスの組成に向けた詳細確認及び実行

・資金使途、SPTs、金額、調達レート等、お客さまと契約内容の摺り合せを実施します。

業務4. 各種案件推進支援、コンサルティング機関、レビュー機関のご紹介

・お客さまの要望に沿って、グループ会社の三菱UFJリサーチ＆コンサルティング（MURC）等のコ

ンサルティング機関や、外部レビュー付与を支援する機関をご紹介します。

2019年3月当行初のグリーンローン実行、2019年11月本邦初のサステナビリティ・リンク・ロー ン実行を始め、以降多様な業

種のお客さまに対する様々なサステナブルファイナンスの組成支援をしております。

支援実績は、弊行HPよりご参照ください。 https://www.bk.mufg.jp/houjin/info/index.html

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration- 

list/S2.pdf

株式会社三菱UFJ銀行は、金融機関の使命

として、長期的な視点でお客さまや社会と末永

い関係を築き、共に持続的な成長を実現する

ことを経営ビジョンに掲げ、その実現に向けて地

球環境の保全等への取り組みを進めています。

特に、太陽光・風力などの再生可能エネルギー

事業に関連したファイナンスの分野では、世界

最高水準のノウハウを有しています。

☑ GB

☑ SusB

□ SLB

☑  GL

☑ SLL

部署名 ：サステナブルビジネス部 業務推進グループ 

サステナブルファイナンスチーム

電話番号 ：

E-Mail ：sustainable_finance_PF@mufg.jp 

HPアドレス ：http://www.bk.mufg.jp/
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社名 資金調達支援業務概要 資金調達支援実績 グリーンボンド等支援表明 自社紹介文 取扱商品 連絡先

三菱UFJモルガン・スタ

ンレー証券株式会社

グリーンボンド、サステナビリティボンド、サステナビリティ・リンク・ボンド、グリーンローン、サステナビリ

ティ・リンク・ローン（以下、グリーンボンド等）（公募債・私募債・外債）のストラクチャリング及

び引受（海外拠点による引受を含む）・販売を実施いたします。

発行体及び投資家に対するグリーンボンド等に関する情報提供及びニーズヒアリングを実施し、

ESGを踏まえた資金の調達をご検討する発行体とESG投資をご検討する投資家のニーズをマッ

チングさせるための、グリーンボンド等のストラクチャリングを行います。

当該ストラクチャリングにあたり当社は主に以下の3つの業務を行います。

①社債の引受販売戦略の立案

②グリーンボンド等の対象となるプロジェクトの特性に即したフレームワークの構築

③セカンドオピニオン提供業者（外部レビュー機関）のご紹介及び当該業者との協議にあたり

発行体に対する助言

発行体：千葉市

種類：ブルーボンド

年限・発行額：10年・30億円発行日：2023年12月26日

弊社関与：ストラクチャリングエージェント／事務主幹事

特徴：一般社団法人環境金融研究機構第9回「サステナブルファイナンス大賞」地域金融賞受賞、国内自治体初のブルーボ

ンド

発行体：三菱地所株式会社

種類：サステナビリティ・リンク・ボンド

年限・発行額：5年・200億円、10年・200億円、30年・200億円発行日：2022年7月22日

弊社関与：5年：ストラクチャリングエージェント／共同主幹事、10年：ストラクチャリングエージェント／事務主幹事、30

年：ストラクチャリングエージェント／事務主幹事

特徴：環境省第4回「ESGファイナンス・アワード・ジャパン」資金調達部門・金賞受賞

発行体：東急不動産ホールディングス株式会社種類：サステナビリティ・リンク・ボンド

年限・発行額：10年・100億円発行日：2021年10月11日

弊社関与：ストラクチャリングエージェント／事務主幹事

特徴：環境省「令和3年度グリーンファイナンスモデル事例創出事業に係るモデル事例」選定

発行体：株式会社JERA種類：トランジションボンド

年限・発行額：5年・120億円、10年・80億円発行日：2022年5月24日

弊社関与：ストラクチャリングエージェント／共同主幹事

特徴：経済産業省「令和3年度クライメート・トランジション・ファイナンスモデル事業」選定、電力セクター初のトランジションボン

ド

発行体：キリンホールディングス株式会社種類：トランジション・リンク・ローン

期間・借入額：10年・500億円実行日：2023年1月18日

弊社関与：ストラクチャリングエージェント

特徴：経済産業省「令和4年度温暖化対策促進事業費補助金」適用、経済産業省「産業競争力

https://greenfina 

nceportal.env.go.j 

p/pdf/registration

-list/S5.pdf

当社は、金融機関として果たすべき社会的使

命を自覚し、持続可能な社会の実現に貢献

するため、グリーンボンド等の引受や発行サポー

トを積極的に行っており、国内外の発行体によ

る数多くの案件に主幹事または販売会社とし

て関与しています。

今後もこれらの取り組みを通じて持続可能な

環境、社会の実現に貢献していきます

☑ GB

☑ SusB

☑ SLB

☑ GL

☑ SLL

部署名 ：サステナビリティ&フィナンシャル・ソリューション

部

電話番号 ：03-6738-1880

E-Mail ：IBD_SFD_common@mumss.com

HPアドレス ：

https://www.sc.mufg.jp/company/sustaina

bility/business_underwriting_index.html

モルガン・スタンレー

MUFG 証券株式会社

- フレームワークの策定／更新の支援

グローバルでの規制動向や投資家選好を踏まえた上で、フレームワークの策定および更新を支援

致します

- 外部レビュー機関との折衝・交渉の支援

外部レビュー機関からのセカンド・パーティ・オピニオンを取得する際に、取得に向けた当該機関と

の折衝・交渉を支援致します

- マーケティングの支援

効果的なフレームワークの訴求が可能となるよう、プレゼンテーション資料の作成支援や投資家

面談設定を実施致します

- レポーティングの支援

必要に応じて外部レビュー機関とも連携し、効果的且つ効率的なアロケーションおよびインパクト

に関するレポーティング実施を支援致します

1)

条件決定日：2023年8月30日発行体：あおぞら銀行

フォーマット：Regulation Sタイプ：グリーンボンド

発行額：3億米ドル

2)

条件決定日：2023年8月29日発行体：JR東日本

フォーマット：Regulation Sタイプ：グリーンボンド

発行額：13億ユーロ

3)

条件決定日：2023年7月6日発行体：トヨタ自動車

フォーマット：SEC登録

タイプ：サステナビリティボンド発行額：15億米ドル

4)

条件決定日：2023年5月16日発行体：国際協力機構

フォーマット：SEC登録

タイプ：サステナビリティボンド発行額：12.5億米ドル

5)

条件決定日：2022年9月29日

発行体：コマツファイナンスアメリカフォーマット：144A/Regulation S

タイプ：サステナビリティ・リンク・ボンド発行額：6億米ドル

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration-

list/S7.pdf

モルガン・スタンレーMUFG証券株式会社は、

本邦発行体による外貨建てグリーンボンド等

ESG債の引受及び組成のご支援を通じ、本邦

発行体によるグリーンファイナンスの裾野拡大に

寄与して参りました。今後もグローバルなプラット

フォームを活かして、本邦発行体のESG戦略を

広く海外投資家に周知し、グリーンファイナンス

の拡大及び投資家への認知拡大に向けて積

極的に取り組んで参ります。

☑ GB

☑ SusB

☑ SLB

□ GL

□ SLL

部署名 ：資本市場統括本部

電話番号 ：03-6836-8351

E-Mail ： 

tk_dcm_esg_finance@morganstanley.com 

HPアドレス ： 

http://www.morganstanley.co.jp/ja

株式会社りそな銀行 業務①：情報提供

・上場企業や大企業のみならず、中堅・中小企業にも幅広く、グリーンファイナンスに関する情報

提供を行います。

業務②：実務内容の説明

・グリーンファイナンスを検討されているお客さまに対し、具体的な実務内容をご説明します。

業務③：「私募グリーンボンド」の提供

・当社が総額引受する「私募グリーンボンド」の発行に向け、ニーズ喚起から発行条件の提示・擦

り合わせ等を実施します。

業務④：案件推進支援、コンサルティング機関、レビュー機関のご紹介

・お客さまのご要望に沿った、グリーンファイナンスにかかる支援者をご紹介します。

「私募グリーンボンド」の取り扱い

・2020年2月に1号案件を取り扱いました。

・総額引受による資金提供とアレンジメントを行い、お客さまのグリーンボンド発行を支援しました。

「サステナビリティ・リンク・ローン」の取り扱い

・2021年3月に1号案件を取り扱いました。

・資金提供とアレンジメントを行い、お客さまの掲げるサステナビリティ戦略の推進を支援しました。

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration-

list/S19.pdf

株式会社りそな銀行は、環境・社会課題を

テーマとした建設的な対話等により、お客さまと

ともに持続可能な社会の実現を目指していま

す。

特に環境面においては、再生可能エネルギーの

利用促進、温室効果ガス排出量の削減等、

社会全体の環境負荷低減に積極的に取り組

むことで、低炭素・循環型社会の実現を目指

します。登録発行支援者として、グリーンファイ

ナンスの発展に貢献してまいります。

☑ GB

☑ SusB

☑ SLB

☑ GL

☑ SLL

部署名 ：ソリューションビジネス部

電話番号 ：03-6704-2664

E-Mail ：Yoshihiro.Adachi＠ 

resonabank.co.jp

HPアドレス ： https://www.resonabank.co.jp/

株式会社埼玉りそな銀

行

・SDGｓ/ＳＸに関するヒアリング・対話を継続して行い、お客さまの取組深度に応じた情報提

供やソリューション提案を行っています。

・グリーンファイナンスの資金調達が相応しい場合には、その支援（実務内容のご説明・発行条

件の擦り合わせ・りそな総合研究所等のご要望に合ったコンサルティング機関、レビュー機関のご

紹介等）を実施しています。

・お客さまのカーボンニュートラルの取組みを支援する選択肢を順次拡充し、支援を行っていま

す。

・アンケートを活用した、企業のSXに関するヒアリングの実施

・ファイナンスを通じた企業のSX推進支援

・CO2排出量測定等のソリューション提供

・SX推進に関するセミナーの開催

http://greenfinan 

ceportal.env.go.jp

/pdf/registration- 

list/S21.pdf

株式会社埼玉りそな銀行は、創業来変わらぬ

目指す姿である「埼玉県の皆さまに信頼され、

地元埼玉とともに発展する銀行」の実現に向

け、地域・お客さまの暮らしや事業の将来にわ

たる身近で頼りがいのあるパートナーとして行動

し、「埼玉版Ｓ ＤＧｓ」の達成に貢献します。

社員一人ひとりが「お客さまのこまりごと」を起点

に、埼玉県内におけるグリーンファイナンスの発

展を牽引してまいります。

☑ GB

☑ SusB

☑ SLB

☑ GL

☑ SLL

部署名：法人部

電話番号： 048-611-6362

E-Mail： ryo.saito@saitamaresona.co.jp

HPアドレス： 

https://www.saitamaresona.co.jp/
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